
の
教
授
は
松
本
信
一
（
一
八
八
四
～
一
九
八
四
）
で
あ
っ
た
が
、
彼
は

大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
よ
り
昭
和
十
九
（
一
九
四
四
）
年
ま
で
の
二

十
六
年
間
を
こ
こ
で
過
し
た
。
教
授
に
な
る
に
は
自
分
の
意
志
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
周
囲
の
い
ろ
い
ろ
な
条
件
が
加
わ
っ
て
く
る
。
太

田
の
場
合
は
来
簡
が
保
管
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
加
え
、
日
記
も
残
っ

て
お
り
（
た
だ
し
教
授
就
任
の
い
き
さ
つ
な
ど
に
つ
い
て
は
多
く
を
語
っ
て

い
な
い
）
そ
の
経
緯
の
よ
く
判
る
稀
有
な
例
で
あ
る
と
思
う
。
『
知
友

書
簡
集
』
公
刊
の
意
義
は
大
き
い
。

（
大
阪
府
豊
中
市
皮
層
科
開
業
）

資
料
検
索
中
、
金
沢
医
学
専
門
学
校
時
代
の
来
訪
者
の
芳
名
録
が

発
見
さ
れ
た
。
記
名
は
明
治
四
十
一
年
か
ら
大
正
十
一
年
ま
で
で
、

主
な
医
学
関
係
者
を
摘
録
す
る
と
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

内
田
守
一
（
明
虹
・
皿
・
喝
）
池
原
康
造
（
明
哩
・
１
．
翌
三
宅
秀

（
明
埋
・
６
．
７
）
志
賀
潔
（
明
蛇
・
７
．
８
）
芳
賀
栄
次
郎
（
明
媚
．

３
．
鋤
）
鈴
木
寛
之
助
（
明
娼
・
７
・
ど
三
輪
徳
寛
（
明
娼
・
８
．
９
）

長
井
長
義
（
明
娼
・
哩
・
６
）
平
山
増
之
助
（
明
蝿
．
、
・
６
）
佐
藤
三

吉
（
大
２
．
８
．
坦
蕊
文
森
（
大
２
．
ｍ
・
翌
久
保
猪
之
吉
（
大

５
．
８
・
哩
荒
木
寅
三
郎
（
大
５
．
９
．
６
）
青
山
胤
通
（
大
５
．

ｍ
・
ど
藤
浪
剛
一
（
大
６
．
６
．
堅
北
里
柴
三
郎
（
大
７
．
ｍ
・

ど
ス
ロ
イ
ス
（
大
９
．
５
．
型
国
友
鼎
（
大
９
．
６
．
Ｕ
沢
田
敬

義
（
大
加
・
７
．
８
）
尼
子
四
郎
（
大
ｎ
．
３
・
型
）

以
上
の
来
訪
者
の
う
ち
、
来
訪
の
目
的
と
内
容
の
判
明
し
た
事
例

芳
名
録
（
金
沢
医
学
専
門
学
校
）

に
つ
い
て

寺
畑
喜
朔
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に
つ
い
て
記
載
す
る
。

Ｈ
大
正
七
年
十
月
十
三
日
、
恩
賜
財
団
済
生
会
長
徳
川
家
達
が
北

里
医
務
主
事
、
大
谷
理
事
長
ら
を
伴
っ
て
北
陸
地
区
の
済
生
会
事
業

の
実
状
調
査
に
来
沢
し
た
。
同
日
午
後
よ
り
石
川
県
金
沢
病
院
を
つ

ぎ
の
よ
う
に
巡
視
し
た
。
「
金
沢
病
院
の
済
生
会
委
託
患
者
の
状
況

視
察
の
為
同
院
に
赴
き
た
る
が
玄
関
前
に
は
磯
野
管
理
部
長
、
西
田

副
長
等
の
出
迎
を
受
け
て
公
爵
は
階
上
応
接
室
に
て
高
安
校
長
に
面

接
し
て
委
託
患
者
十
七
名
に
対
し
状
況
の
一
班
を
間
か
れ
た
る
後
院

長
の
案
内
に
よ
り
先
づ
眼
科
病
室
に
於
け
る
患
者
山
口
喜
代
、
荻
田

フ
テ
、
清
水
千
代
の
三
名
を
見
舞
た
北
里
博
士
よ
り
会
長
巡
視
の
趣

旨
を
伝
え
更
に
内
科
病
室
の
中
西
吉
太
郎
、
川
上
順
次
郎
の
病
状
を

視
て
同
院
を
辞
し
…
…
」
（
北
陸
毎
日
新
聞
第
六
七
一
七
号
よ
り
）

（
注
）
北
里
は
記
録
に
よ
れ
ば
、
明
治
四
十
年
七
月
二
十
八
日
、
大

日
本
私
立
衛
生
会
石
川
支
部
総
会
に
お
い
て
演
説
の
た
め
、
山
根
代

議
士
、
田
代
医
科
大
学
教
授
と
同
伴
し
て
来
沢
し
た
。
ま
た
、
大
正

四
年
七
月
二
十
三
日
、
金
沢
市
医
師
会
結
核
予
防
会
で
講
演
「
日
本

に
於
け
る
結
核
病
蔓
延
予
防
に
就
て
」
の
た
め
来
沢
し
た
。

口
大
正
九
年
五
月
二
十
日
、
。
ヘ
イ
・
ァ
・
ス
ロ
イ
ス
の
子
息
金
沢

に
来
る
。
「
予
ね
て
横
浜
に
碇
泊
中
の
南
米
印
度
艦
隊
司
令
官
ス
ロ

イ
ス
提
督
は
厳
父
ス
ロ
イ
ス
が
明
治
初
年
我
国
に
渡
来
し
今
の
金
沢

医
学
専
門
学
校
の
前
身
た
る
金
沢
医
学
館
に
雇
聰
せ
ら
れ
て
教
養
中

西
町
衛
戌
監
獄
附
近
に
於
て
誕
生
せ
る
関
係
よ
り
今
回
の
来
朝
を
機

と
し
同
艦
が
神
戸
回
航
後
本
日
金
沢
に
来
り
、
亡
父
の
経
営
し
た
学

校
の
遺
跡
を
訪
ね
る
そ
う
で
あ
る
が
其
当
時
親
し
く
ス
ロ
イ
ス
か
ら

教
授
を
受
け
た
味
噌
蔵
町
の
不
破
鎖
吉
、
藤
本
純
吉
、
庄
田
喜
太
郎

の
諸
氏
及
び
高
岡
町
山
本
貞
二
郎
、
大
聖
寺
稲
坂
謙
吉
諸
氏
は
ス
ロ

イ
ス
提
督
を
迎
え
て
懐
旧
談
を
す
る
と
云
ふ
」
、
「
来
沢
当
時
は
大
平

町
寺
西
邸
跡
今
の
横
山
鉱
業
部
の
地
に
邸
宅
を
構
へ
て
居
た
が
後
衛

戌
監
獄
附
近
に
移
り
更
に
転
じ
て
物
産
陳
列
館
附
近
に
家
を
移
し

た
と
云
ふ
、
本
日
来
沢
の
ス
ロ
イ
ス
提
督
は
即
ち
衛
戌
監
獄
附
近
の

邸
宅
で
生
れ
た
も
の
で
明
治
五
年
に
生
れ
た
も
の
ら
し
い
」
（
北
国

新
聞
第
九
七
六
六
号
よ
り
）

来
沢
し
た
ス
ロ
イ
ス
子
息
を
案
内
し
た
の
は
、
高
安
右
人
（
校

長
）
、
金
子
治
郎
、
松
原
三
郎
の
三
教
授
で
古
い
絵
図
面
を
示
し
て
、

生
誕
地
、
医
学
館
跡
な
ど
を
訪
ね
た
。
つ
い
で
、
金
沢
医
学
専
門
学

校
で
は
「
医
学
校
に
は
ス
ロ
イ
ス
提
督
の
両
親
が
親
し
く
・
ヘ
ン
を
執

っ
て
一
々
ラ
テ
ン
語
で
説
明
を
加
へ
た
古
い
植
物
の
図
譜
が
残
っ
て

居
る
、
夫
れ
を
提
督
に
示
す
と
確
か
に
父
母
の
手
に
成
っ
た
も
の
に
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相
違
な
い
と
幾
度
も
，
Ｉ
、
手
に
取
上
げ
て
懐
か
し
そ
う
に
打
眺
め
自

か
ら
も
．
ヘ
ン
を
執
っ
て
之
に
署
名
し
た
。
最
後
に
金
沢
病
院
に
至
り

ス
ロ
イ
ス
が
教
鞭
を
執
っ
て
居
た
頃
使
っ
て
居
た
と
云
ふ
一
個
の
イ

ン
キ
壺
が
遣
っ
て
居
る
の
を
見
て
懐
旧
の
情
甚
だ
切
な
る
も
の
が
あ

る
が
如
く
イ
ン
キ
の
汚
点
一
つ
に
も
千
万
無
量
の
想
出
を
注
い
で
居

た
の
は
然
も
こ
そ
と
思
は
れ
た
」
（
北
国
新
聞
第
九
七
六
七
号
）

「
古
い
植
物
の
図
譜
」
は
金
沢
大
学
医
学
図
書
館
に
「
オ
ー
デ
マ

ン
植
物
図
譜
」
（
九
一
表
、
四
六
四
図
）
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
（
同

様
の
も
の
二
冊
あ
り
、
そ
の
一
部
に
書
き
込
み
が
あ
る
）
・

ス
ロ
イ
ス
子
息
の
署
名
文
は
つ
ぎ
の
ご
と
く
で
あ
る

出
鼻
言
閉
目
］
］
①
旨
］
四
○
○
訂
ぐ
局
巨
魁
①
旨
号
ｇ
の
。
胃
罵
①
昌

号
盲
目
駕
胃
犀
①
ご
訂
馬
具
①
ご
扁
昌
ぐ
騨
国
白
昏
〕
く
昌
国
陣

』
、
、
心
１
，
句

○
口
烏
白
胃
］
の
》
○
．
少
．
］
．
シ
、
シ
凹
昌
①
①
斥
①
ヨ
ロ
ｍ
①
］
‐
』
○
つ
｝
〕
再
亀
‐

印
行
①
Ｈ
百
四
骨
尉
巳
］
①
ロ
ロ
ゴ
働
胃
’
旨
］
動
。
○
ぬ
己
○
の
庁
厨
○
｝
》
ず
○
斤
酌
昌
豚
○
一
‐
』
①
”
①
ロ
①
①
岸
①

。
①
吋
国
国
昌
〕
国
の
○
頁
）
朋
乏
の
国
苛
己
島
の
Ｐ
弓
の
舛
》
ご
国
Ｑ
シ
匡
鵲
．

目
］
ニ
ロ
夛
畠
○
の
。
の
屑
．

こ
の
図
譜
の
原
本
は

画
Ｃ
三
自
国
』
④
い
つ
用
が
甸
◆
の
一
厘
目
の

日
大
正
二
年
八
月
十
九
日
、
金
沢
市
医
師
会
医
政
史
（
昭
十
八
）

に
よ
れ
ば
、
庶
務
事
項
の
こ
の
当
日
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
記
述
が
あ

る
。

「
伝
染
病
研
究
所
技
師
志
賀
潔
氏
来
沢
。
「
結
核
治
療
法
評
論
」

に
就
き
本
会
員
に
講
話
す
。
終
了
後
金
谷
館
に
て
晩
餐
会
を
開
き
懇

談
。
佐
藤
三
吉
・
木
村
孝
蔵
両
博
士
も
出
席
す
」

今
回
の
来
訪
者
芳
名
録
と
そ
の
内
容
調
査
に
よ
り
、
芳
名
録
の
も

つ
史
実
と
し
て
の
価
値
が
更
め
て
評
価
さ
れ
た
。

（
金
沢
医
科
大
学
）
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